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はじめに

当基金では、平成 23 年の東日本大震災後の福島の障害のある子どもたちへの取組とし

て、「ふくしまっこキャンプ」と題した活動を福島から関東へお招きをして、平成 24 年

度から続けてまいりました。

平成 27 年度は、福島県内において活動できる内容として、養護学校中心にノンバーバ

ル（非言語）コミュニケーションワークショップと題した、子どもたち同士がよりよくコ

ミュニケーションを図るきっかけとして、楽しみながら体験していただくために開催しま

した。また翌年も、福島県内の障害のある子どもが通う特別支援学校や障害者施設でワー

クショップを行い、地域の中で支えあうつながりを強くすることができないかという目的

のもと、２日間で４施設を訪問させていただきました。

昨年度は、平成２８年４月に発災した熊本地震の被災地域にある障害者団体を３施設訪

問させていただき、併せて、同時期に開催された第 66 回全九州ろうあ者大会と協働し、

研修会とアトラクションの中で、ノンバーバル（非言語） によるコミュニケーションにつ

いての学びの場と致しました。

今年度は、三陸沿岸各地で道路が開通され、復興の歩みを進めておられる宮城県の石巻

市・女川町を中心に、更なる人と人がつながりあう中での復興を願い、実施致しました。

平成３０年１０月

公益財団法人国際障害者年記念ナイスハート基金
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ノンバーバル・コミュニケーションワークショップ　in みやぎ　

1. 目　的	 ナイスハート基金は、平成２３年度より東日本大震災の被災地を対象として

活動を実施して参りました。

	 平成２８年度は福島県内の障害のある子どもが通う特別支援学校や宮城県内

の障害者施設でワークショップを行うことにより、地域の中で支えあうつな

がりを強くすることができないかという目的のもと、２日間で４施設を訪問

し開催することができました。

　　　　　　昨年度は、平成２８年４月に発災した熊本地震の被災地域にある障害者団体

や施設を訪問し、障害の有無に関わらず、お互いが尊重し合えるためのコミュ

ニケーションのあり方について学ぶ場として、ノンバーバル（非言語） によ

るコミュニケーションについて学ぶ場づくりをいたしました。

	 今年度はこのノンバーバルコミュニケーションを、三陸沿岸各地で道路が開

通され、復興の歩みを進めておられる宮城県の石巻市・女川町を舞台に更な

る人と人がつながりあう中での復興を願い実施したいと考えました。

2. 日　時      平成３０年９月４日（火）～６日（木）

3. 場　所　　障害者施設第二共生園（宮城県東松島市）	

                  石巻市障害者地域活動支援センターみどり園（宮城県石巻市）

                  石巻市障害者地域活動支援センターかしわホーム（宮城県石巻市）

                  女川町地域活動支援センターうみねこ園（宮城県牡鹿郡女川町）

4. 主　催	 公益財団法人国際障害者年記念ナイスハート基金

5. 後　援	 宮城県、社会福祉法人宮城県社会福祉協議会

　　　　　　社会福祉法人女川町社会福祉協議会

6. 助　成　　社会福祉法人黎明会 福祉開発振興援助事業

7. ファシリテーター　庄﨑隆志さん 　office 風の器主宰 ･ 俳優 ･ 演出家

			   　メイミさん　　漫談家 ･ 介護福祉士 ･NPO 法人笑顔工場理事長　

実　施　概　要
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9 月 4日
12:45 障害者施設第二共生園到着

13:50 ワークショップ開始→ご挨拶 ( 菊池園長）

　　　アイスブレイク（ハイタッチ /手拍子他）

14:00 早着替え /メイミパフォーマンス

14:05 ミラーリング /汽車ごっこ

14:15 エアーボール

14:20 変身ショー /決めポーズ

14:30 エアーなわとび

14:45 チェロマイム「うみ」→記念品贈呈（各自に）

15:00 お礼の言葉→ワークショップ終了

～スケジュール～

9月 5日
10:00 石巻市障害者地域活動支援センターみどり園到着

11:00 ワークショップ開始→ご挨拶（菅原 様 )

         アイスブレイク（拍手 /ハイタッチ他）

11:10 エアーボール /エアー風船

11:15 早着替え /メイミパフォーマンス

11:20 ミラーリング

11:30 エアーボーリング /エアーなわとび

11:35 汽車ごっこ

11:40 変身ショー→記念品贈呈（代表して１名に）

11:50 お礼の言葉→ワークショップ終了

13:00 石巻市障害者地域活動支援センターかしわホーム到着

13:15 ワークショップ開始→ご挨拶（小松施設長）

　　　アイスブレイク（ポーズ /グーパー体操他）

13:25 早着替え /ミラーリング

13:35 エアーボール /エアー風船 /決めポーズ / 指パフォーマンス

13:55 変身ショー

14:00 エアーなわとび /汽車ごっこ→記念品贈呈（各自に）

14:15 お礼の言葉→ワークショップ終了

9:15  女川町地域活動支援センターうみねこ園到着

9:40 ワークショップ開始 

　　ハイタッチ /汽車ごっこ他

9:50 指パフォーマンス（全員で円陣になって）       

10:00 決めポーズ等

10:05 エアーボール /ダンス /黒板書き

10:20 エアー風船

10:25 ハイタッチ /ハグ /円陣→記念品贈呈

10:40 お礼の言葉→ワークショップ終了

9 月 6日
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ノンバーバル ･ コミュニケーション
ワークショップへの思い  

庄﨑 隆志
Takashi Shozaki

今回のノンバーバルコミュニケーションワークショップ報告と題して、報告する前に、

３・１１あれから七年間を振り返って簡単に説明しておきたいと思います。東日本大震災

が発生した２０１１年（平成２３年）３・１１から７年。もう７年なのか、まだ７年なの

か、震災後の５月の現地訪問のことが昨日のように目に焼き付きながら感じられます。３・

１１震災後、しばらくは東北ワークショップや公演、講演会のキャンセルや延期がありま

した。震災直後から、東北の以前公演を開催してくださった特別支援学校や養護学校、地

域団体の安否を確認していましたが、同時に私に何ができるのかを考え続けました。そん

な中、ナイスハート基金からの依頼があって、「５月に震災地へ支援公演に行きましょう」

という話となっていたため、震災後の最初の福島に派遣することになり、再び運命的な
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ものを感じました。やはり東北の障害者にノン

バーバルワークショップを届けることだと考え

させられた出来事でした。

福島の学校３ヵ所に訪問すると校庭にはまだ

放射能物質が残っており、まだ混乱の中という

雰囲気でした。体育館や多目的室で行うことに

なり、ワークショップの進行としては、暗示す

るものまったく無しで、この場で思いついたノ

ンバーバル表現をすることができました。参加

者自身が「ありのままの自分」よりも「今日の

自分」を感じあってもらいたいし、お互いに受

けとめ合うという目的の一つです。

特徴的だったのはノンバーバルワークショッ

プをやっているうちに障害をもった子どもたち

が大声をあげて笑い転げることでした。学校の

先生からはワークショップ終了後「笑ってくれ

る子どもたちのいきいきとした表情を見たのは

久し振りです。とても嬉しく本当に泣きまし

た！」と感想をもらいました。その後、二回目

の福島を訪問したり、熊本にも震災後のワーク

ショップを行い、笑ったり感じたりする自分を

取り戻してもらうことが私たちに確信して「ノ

ンバーバルコミュニケーションワークショッ

プ」の活動を進める力となりました。

今回は宮城県東端への「ノンバーバルコミュ

ニケーションワークショップ」訪問は東松

島、石巻二ヶ所、女川町へノンバーバルワーク
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ショップを届けました。

四ヶ所のワークショップは完全なプログラム

ではありません。それぞれのワークショップを

実施してみて、同じ障害を１つとってみても、

参加する人たちの特徴と個性が一人一人違いま

す。また同じノンバーバルワークショップと

いっても四ヶ所の障害者施設も様々です。

ノンバーバルコミュニケーションは多種多様

なアプローチ方法を用意することで、丁寧に障

害者を尊重しながら寄り添うのです。参加者の

実態に臨機応変しながらふれ合うことが大切で

はないかと思います。それに伴い、もう一人の

ファシリテーターのメイミさんとのコンビネー

ションは、何度やっていても新鮮な視点を実感

することが出来ました。メイミさんの向き合う

姿を見ると“心も体も笑顔も”ほかほかで楽し

い雰囲気が少しずつ変化していくことがとても

良い刺激になりました。

ワークショップを開始すると、なるべく直接

ふれ合ったり理解してもらうようハイタッチで

行ったり、汽車ごっこや鏡マイム、架空の縄跳

びとかひとつの動きを繰り返すことで楽しんで

もらいました。

私たちワークショップは、目を合わせたり動

きを見てもらったりすることで始まるコミュニ

ケーションなので、目が合わないことも多くあ
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り、なかなか進まないようにみえることもあっ

たり、意思疎通が十分でなかったり、

自力での移動が困難なこともあります。ノン

バーバルワークショップ体験から疎外されてし

まうことが無いようにどんな動きが出てくるの

か、いつも一緒にいるメイミさんとお互いフォ

ローしあいコミュニケーションしやすいワーク

ショップとなりました。

特に「真似をする」ことをよく行いました。

向き合って鏡のようになったり、汽車になった

りとパターンを変えて色々やってみました。何

気ない動きが新鮮に見えました。私自身がノン

バーバルコミュニケーションに対する新しい視

点を多く得ることができました。今回のワーク

ショップは、私にとっても真剣に演じることや

自分のカラダと向き合う時間となりました。

９月６日、北海道胆振東部地震で驚きました。

熊本地震、西日本豪雨災害などのトラウマも続

き、被災地の困難はなお続いています。伝えて

いく大切さを改めて感じます。

これまでの経験を伝え、災害と障害者のため

の芸術の活動を継続してまいりたいと思いま

す。こうした被害地への支援企画「ノンバーバ

ルコミュニケーションワークショップ」が始

まった大きな変化の流れを、一歩進めることに

なったと確信しながら、そのような仕事にもっ

と関わりたいし、多様な人たちが参加し、かか
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庄﨑隆志

office 風の器主宰 ･ 俳優 ･ 演出家。

19 歳で裏方のアルバイトのつもりで入ったプロ

フェッショナル劇団「デフ ･ パペットシアター ･ ひとみ」

で思いがけず役を貰い、俳優に。演出 ･ 脚本も手がける。

国内で 2000 回以上、また海外 13 カ国で公演の経験を

持つ。2005 年の退団後は公演プロデュース、また実践

女子短大をはじめ様々な教育の場や国立特別支援教育

総合研究所等でワークショップの講師としても活躍。映

画『ゆずり葉』( 全日本ろうあ連盟製作 ) 主演。著書に「障

害者と福祉文化」( 第 8 巻 ･ 明石書店 ) 他。2010 年「第

59 回横浜文化賞文化 ･ 芸術奨励賞」受賞。

わり合うこの場がさらに育っていこうと、私は

自分に言い聞かせているところであります。ナ

イスハート基金、メイミさん、現地スタッフの

佐藤一樹さん、障害者施設の関係の皆さんに支

えていただいたお陰で宮城県の東端４ヶ所での

ワークショップはどれも充実した中身だったこ

ともさることながら、

何事もなく無事にたどり着くことが出来まし

た。今回もワークショップファシリテーターと

して関わることが出来てとても嬉しい限りで

す。この場を借りて感謝申し上げます。これか

らもナイスハート基金との絆を大切にして行き

たいと思いますのでご協力をよろしくお願いい

たします。
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ノンバーバルコミュニケーションが持つ力

メイミ
Meimi

ノンバーバルコミュニケーションワークショップ２０１８では約 2 年ぶりに庄﨑隆志

さんと共にファシリテーターを務めさせて頂きました。改めてノンバーバルコミュニケー

ションが持つ力の素晴らしさを感じました。

今回訪れた 4 箇所の施設の内、私が参加させて頂いた 3 施設についてご報告致します。

最初に訪れた障害者施設第二共生園では、広さのある体育館で行いました。グリーティ

ングでコミュニケーションをはかり、和やかな雰囲気の中でスタートしました。準備中、

会場のホワイトボードに庄﨑さんがイラストを描きながら皆さんとコミュニケーションを

取っていたところに私も仲間入りした形です。

もちろんながらファシリテーター二人も言葉はなくノンバーバルコミュニケーションな

のですが、もしやグリーティングは、久しぶりにペアを組ませて頂く私の肩慣らしも兼ね

てくれたのでは？と今になって思います。

全体的に年齢層が高く感じられました。賑やかにというよりは落ち着いた雰囲気の中、

穏やかに皆さん楽しんでいらっしゃいました。
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参加者が前に出て行なうプログラムもあり

ましたが、積極的に前に出る方は少なく、こ

ちらから誘い出しました。なかなか腰が上が

らない方もちらほら。それぞれのペースがあ

るので無理強いすることなくご参加頂きま

す。

今は見ているだけで良いと思っていらっ

しゃるのか？照れて遠慮しているのか？どう

したら良いか分からないのか？等、表情や動

きを察知し次に展開していく。ノンバーバル

は大きな身振り手振りだけではありません。

細やかにキャッチしていく大切さを感じた

ワークショップとなりました。

そんな中、終了後に職員の方がとても喜ん

で仰いました。

「あちらの利用者さんは普段は自ら立ち上

がって参加することはないのに、今日はすっ

と立ち上がっていたので驚きました！！」

その方は、初めのうちはニコニコ見ている

だけだったのですが、後半の変身ショーに誘

い出すと拒むことなく笑顔で前に来て下さっ

たのでした。

次に訪れた石巻市障害者地域活動支援セン

ターみどり園では、積極的に前に出て参加す

る方たちが多く活発的な雰囲気でした。

よく体を動かす内容は盛り上がり、エアー

ボール一つ取っても野球ボールから風船へ、

更にはボーリングまで様々なエアーボール遊

びを展開しました。そして、笑わずにはいら
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れなかったのは、相手の動きをまねっこするミ

ラーリングです。

最初はまねっこしていたはずが、途中から

チャンバラが始まったり、気付いたら盆踊りの

ようなダンスが始まったりとプログラムが型に

はまらず変化していく様子が非常に面白かった

です。

きっちりと内容を定めず、その時の状況に応

じてプログラムを進行していくのがノンバーバ

ルコミュニケーションワークショップの特徴の

一つ。醍醐味でもあります。

日頃、何かと型にはめることに慣れている私

たちにとって、この何でもありの柔軟さは、学

ぶべきことが多いです。

次に訪れた石巻市障害者地域活動支援セン

ターかしわホームでのワークショップが私が参

加させて頂く最終回となりました。

少人数でアットホームな雰囲気でした。

他の２施設と比べるとよりサポート的な立ち

位置が多かったように思います。

このワークショップでファシリテーターを担

わせて頂くようになった初期の頃、庄﨑さん主

導のプログラムの際、参加者の後ろから見てい

たことを思い出しました。

今では、庄﨑さんと同じ目線で皆さんに向

かって、より庄﨑さんの想いが伝わるように、

より皆さんが積極的に参加できるようにという

気持ちで動いていることに気付きました。

コミュニケーションの形は様々。1 対１の
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キャッチボールもあれば 3 人のトライアングル

や複数のコミュニケーションもあったり。

様々な個性がノンバーバルコミュニケーショ

ンによって繋がります。

この日、最後にアンコールがかかりました。

アンコールでは汽車ごっこで全員が連なりまし

た。全員が主役でもあり、そして皆が一つにな

り幕を閉じました。
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メイミ

漫談家 ･ 介護福祉士 ･NPO 法人笑顔工場理事長。港区

登録手話通訳者。

舞台や各種イベント、様々な場面で漫談家 ･ 司会者等

の活動をする傍ら、都内のデイサービスセンターで介

護福祉士として高齢者介護に携わる。特定非営利活動

法人笑顔工場を設立し、現在は十数名の若手芸人の参

加者を連れて、関東を中心に福祉施設でのお笑いライ

ブを展開。様々なボランティア活動にも積極的に取り

組んでいる。これからの長寿社会に向け、「笑って長生

き」という考えを広める為の活動を展開している。アイ

ディアヒューマンサポートアカデミー / カウンセリン

グスキルベーシック / トップメンタルトレーニング修

了。日本アロマセラピー統合医学協会認定心理アロマ

アドバイザー。クエスト総合研究所認定 / クエストアー

トセラピーメンタルケア ･ アドバイザー

今回の参加にあたり、事前に前回の資料を見返しましたが「こんなことやってたんだ

なぁ」と記憶が曖昧で始まる前までは正直ドキドキしていました。しかしながら、始まっ

た途端、感覚が蘇ったのです。ノンバーバルコミュニケーションは頭で覚えるものではな

く、肌で心で覚えるものだと実感しました。

そして、好きなときにいつでもその感覚を取り出すことができるのだなぁと感心しまし

た。

日常の中にノンバーバルコミュニケーションが活かされる場面は多々あります。

私事で恐縮ですが、今春子供が生まれ、まだ言葉を習得しない赤ちゃんとの生活はノン

バーバルコミュニケーションの連続です。

ワークショップで磨いたノンバーバルがここでも活かされるのかと驚いています。

各施設を訪れて思うのは、皆さんとても個性豊かで魅力的だなぁということです。

その素敵な個性をより引き出す力があるのがノンバーバルコミュニケーションです。
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時間 プログラム 写真

１３：５０～ ワークショップ開始

ご挨拶 ( 菊池園長）

アイスブレイク

（ハイタッチ /手拍子他）

１４：００～

１４：０５～

着替え

メイミパフォーマンス

ミラーリング

汽車ごっこ

１４：１５～

１４：２０～

エアーボール

変身ショー /決めポーズ

１４：３０～ エアーなわとび

１４：４５～

１５：００

チェロマイム「うみ」

記念品贈呈

お礼の言葉

ワークショップ終了

【参加者合計５３名】

プログラム概要
　 障害者施設第二共生園　9 月 4 日（火）
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参加者の感想
　 障害者施設第二共生園　9 月 4 日（火）

「ノンバーバルコミュニケーション　ワークショップに参加して」

  宮城県　社会福祉法人　矢本愛育会　

障害者支援施設　　第二共生園　　伊藤 恵

「ノンバーバル」・・この言葉を大変お恥ずかしいことに初めて耳にしました。調べてみると「非言語」

などの訳 ( やく ) があることを知り、「身近な言葉」であることにも驚きました。当日、ワークショッ

プが始まり、利用者さん達は最初こそ緊張の面持ちでしたが、庄﨑さんとメイミさんのテンポの良い

やり取りに、自然と表情も柔らかくなり目を輝かせ始めました。私達職員もお２人の様子と利用者さ

んの様子を交互に見ていましたので、皆さんの引き込まれていく様子がとても良く分かりました。そ

の頃には、私達もお２人から目が離せなくなり、次は？この後はどうするの？と会場全体が盛り上がっ

て行くのが分かりました。特に驚いたことは、庄﨑さんやメイミさんがジェスチャーで伝えてくださ

ることが、言葉を介していないのに理解できる、想像できるということを、自分でも気付かないうち

に無意識にしているという事です。例えば、ワークショップ内での、そこに縄跳びの縄はないのに、

縄を回す動きが始めると、そこに 1 人 1 人が入って飛び始めます。まるで皆で縄跳びをしている光景

の中、いつの間にか「縄に引っかからないように！」と手に汗を握っている、そんな不思議な感覚の

連続です。ワークショップ開始からかなり早い段階で、言葉があるとか無いとかは全く関係のない、

そのこと自体も意識することを忘れて会場全体が庄﨑さん達に夢中になりました。

冒頭に「非言語」という言葉は「身近な言葉」だと表現したのには少し意味があります。当施設は、

知的障がいの方を対象とした支援施設ですが、利用者の方は知的障がいの重度、最重度の方々が多く、

言葉での表現が苦手だったり言葉自体を話せない方も多いのです。文字が読めない方には絵（写真）

のカードを使用し、意思表出のツールとします。日常的にジェスチャーなども駆使し、いかに利用者

の方の気持ちを汲み取れるか、こちら側からの情報を発信できるかが常に課題でもあります。私達は

支援の軸として「ジェントルティーチング」（＊１）を基本理念の１つとしています。このジェントル

ティーチングの中に「対話とは穏やかなものである。それは言葉で表現されることもあれば、静寂の

中で表現されることもある。それは、言葉、身振り、ふるまい、心で表現されるトータルコミュニケー

ションなのである。」という一節があります。庄﨑さんの表現はまさに「心で表現されるコミュニケー

ション」そのものであると思いました。私達は相手の表情を見て、正しく理解をしているかを振り返っ

て考えることに乏しいのかもしれません。庄﨑さん、メイミさんは、相手の表情を的確に読み取るこ

とで、次にどのようなアプローチに繋げて行くかを瞬時に考え、行動に移しているのだと大変感銘を

受けました。

今回「ノンバーバルコミュニケーション」のワークショップに参加させて頂いたことは、大変意義

深く、私達の支援に不可欠な、相手の表情を的確に読み取ることの大切さを再確認させて頂きました。

何よりも、あっという間に庄﨑さん達の世界に引き込まれる感覚が心地良く、忘れられない時間でした。

庄﨑さんをはじめ、当日まで様々にご尽力頂いた皆様、本当にありがとうございました。

＊１：引用文献　John J.McGee,Frank J.Menolascino　著／岩﨑正子他訳「Gentle Teaching　こころ

の治療援助－相互変容の実践」
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プログラム概要
　石巻市障害者地域活動支援センターみどり園　9 月５日（水）

時間 プログラム 写真

１１：００～ ワークショップ開始

ご挨拶（菅原様）

アイスブレイク

 （拍手 /ハイタッチ他）

１１：１０～ エアーボール /エアー風船

早着替え

メイミパフォーマンス

１１：２０～

１１：３０～

ミラーリング

エアーボーリング

エアーなわとび

１１：３５～ 汽車ごっこ

１１：４０～

１１：５０～

変身ショー

記念品贈呈

お礼の言葉

ワークショップ終了

【参加者合計３６名】
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参加者の感想
　石巻市障害者地域活動支援センターみどり園　9 月５日（水）

「ノンバーバルコミュニケーションに参加して」

  石巻市社協みどり園　菅原 英人

ノンバーバルコミュニケーションとは何ぞや？という思いで、何が起こるものやら当日

を皆で楽しみにしていました。蓋を開けてみるとパントマイムとは異なり、非言語で意思

伝達し合うという、筋書きのないコミュニケーションであり、庄﨑隆志さん、メイミさん

の息のあった軽妙なやりとりに利用者さん方々は吸い込まれていき、すぐに溶け込んで

いったように感じられました。非言語でのコミュニケーションとはこういうものなのだと

いうことを教えていただき、とても楽しい時間を過ごさせていただきました。

この度は当みどり園を訪問していただき、ありがとうございました。機会があれば、ま

た来園していただきたいと思っております。
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プログラム概要
　石巻市障害者地域活動支援センターかしわホーム　9 月５日（水）

時間 プログラム 写真

１３：１５～ ワークショップ開始

ご挨拶（小松施設長）

アイスブレイク

（ポーズ /グーパー体操他）

１３：２５～ 早着替え /ミラーリング

１３：３５～ エアーボール /エアー風船

決めポーズ / 指パフォーマンス

１３：５５～ 変身ショー

１４：００～

１４：１５～

エアーなわとび /汽車ごっこ

記念品贈呈

お礼の言葉

ワークショップ終了

【参加者合計２８名】
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参加者の感想
　石巻市障害者地域活動支援センターかしわホーム　9 月５日（水）

「ノンバーバルコミュニケーションに参加して」

  石巻市社協かしわホーム　小松 龍哉

はじめて、参加させていただき、笑顔いっぱいの楽しい時間を過ごさせていただきまし

た。正直、この活動のお誘いをいただいた時、当施設の利用者の皆さんが、どれだけ受け

入れることができるのか、不安に感じていました。

ファシリテーターの庄﨑さんとメイミさんが、そろりそろりと会場に入って来て、ワー

クショップが始まりました。言葉のない二人がホワイトボードになにやら字を書いてます。

それを見ている参加者は、何が始まるのだろうと複雑な表情で二人を見つめています。ホ

ワイトボードには、「のんばーばるコミュニケーション…」に続き、「しょうざきでーす」「メ

イミでーす」と書かれ、コミュニケーションの始まりです。

理屈のない演技に、次第に参加者の表情も柔らかくなり、私自身も二人の世界にだんだ

んと引き込まれ、始まる前の不安は、すぐに消えていました。ワークショップが進むにつ

れて、自分からリアクションする参加者も多く、普段の姿からはあまり想像できなかった

ので、とてもうれしく感じました。最後のアンコールには、全員つながっての汽車ポッポ

で締めくくりです。笑いの絶えない、楽しい時間を過ごすことができ、参加された利用者

の皆さん、とても喜んでいました。

今回のワークショップは、お互いの思いを感じとり共感することの大切さを、改めて教

えていただいたと感じています。素敵な空間を体験することができました。ありがとうご

ざいました。

末筆になりますが、（公財）国際障害者年記念ナイスハート基金関係者の皆さん、ファ

シリテーターの庄﨑隆志さん、メイミさんのご活躍をご祈念申し上げます。
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プログラム概要
　女川町地域活動支援センターうみねこ園　9 月６日（木）

時間 プログラム 写真

９：４０～ ワークショップ開始

ハイタッチ

汽車ごっこ

９：５０～ 指パフォーマンス

１０：００～

１０：０５～

決めポーズ他

エアーボール

ダンス

黒板書き

１０：２０～ エアー風船

１０：２５～

１０：４０～

ハイタッチ /ハグ /円陣

記念品贈呈

お礼の言葉

ワークショップ終了

【参加者合計１３名】
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参加者の感想
　女川町地域活動支援センターうみねこ園　9 月６日（木）

「ノンバーバル・コミュニケーションワークショップに参加して」

女川町地域活動支援センターうみねこ園　遠藤 和剛

この度はうみねこ園にて「ノンバーバル・コミュニケーションワークショップ」を行っていた

だきありがとうございました。

この度、この感想を書くにあたって当日の写真を見返したところ、利用者さんの顔がとてもい

きいきとしていたのが印象的でした。

まず始めにファシリテーターの庄崎さんが車掌さんの帽子を被ってパフォーマンスを始めると、

利用者さんたちはあっという間に引き込まれた様子で、みるみる笑顔に。庄崎さんのパフォーマ

ンスには、職員を含めてその場にいる人を不思議な世界に引き込む目に見えない力が働いている

ようで、次第に自分たちからパフォーマンスをする利用者さんまで出始めました。それに対して

も即興で柔軟に対応する庄崎さん。毎回同じ内容にはならないのもこのワークショップの醍醐味

の一つのように思いました。

言葉を介さない身振り手振りや表情による庄崎さんのパフォーマンスでしたが、利用者さんに

とってはそんなことは関係ないことのように、ごく自然にコミュニケーションをとっていました。

言葉によるコミュニケーションが出来なくても会話しているようにさえ見えました。

ノンバーバルコミュニケーションには、人と人とを繋ぐ不思議な力を感じます。

最後に、今回のワークショップを企画していただいた関係者の皆様、ファシリテーターの庄崎

隆志さんに厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございました。
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特定寄付金協力謝礼
＜実施事業の概要＞

東日本大震災後の不安定な環境により、福島の子どもたちは外で活動する機会が減り、

とりわけ障害のある子どもたちに対する支援は行き届かない状況が続いています。このよ

うな環境の中、障害児とその家族の精神的負担は大きいものだと考えられ、支援の必要性

を強く感じています。

平成２４年度より実施した、福島の障害のある子どもと家族のための「ふくしまっ子キャ

ンプ」では、３年次にわたり多くのご家族とボランティアの参加を得て、好評のうちに実

施することができました。また、この活動に対して、平成２６年度には募金総額　1,827,550 

円（12 団体 /16 個人）のご寄付をいただき、支えていただきました。

昨年度は、一昨年４月に発災した熊本地震の被災地域にある障害者団体３施設を訪問し、

併せて、同時期に開催されている全九州ろうあ者大会との協働し、分科会とアトラクショ

ンで実施させていただき、募金総額 305,000 円（3 団体 / １1 個人）のご寄付をいただき

支えていただきました。

今年度は三陸沿岸各地で道路が開通され、復興の歩みを進めておられる宮城県の石巻市・

女川町を舞台に更なる人と人がつながりあう中での復興を願い実施させていただきまし

た。

みなさまに募金を呼びかけました「ノンバーバル・コミュニケーション・ワークショッ

プ in くまもと」につきまして、多くの個人、団体のみなさまからご寄付をいただきました。

誠にありがとうございました。

＜募金総額＞

368,000 円（４団体 / ７個人）

( 学 ) 東京育英学園 ･ 中央育英学園　理事長　野口曻兵様、鈴木英仁様、( 特非 ) らっふる様、

合田雅一様、狭山手をつなぐ親の会 代表 佐藤真砂子様、( 福 ) 安芸の郷様、( 特非 ) 自立

支援センター歩歩路 理事長 澗口良一様、澗口良一様、奥川法律事務所 弁護士 奥川貴弥様、

( 株 ) 全国儀式サービス様、( 特非 ) 北九州精神障害者福祉会連合会様

（順不同／敬称略）
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編集後記

平成 30 年度ノンバーバル・コミュニケーション・ワークショップ

実施報告書

平成 30 年 9 月発行

発行元	 公益財団法人国際障害者年記念ナイスハート基金

今回の演者は庄﨑隆志さんとメイミさんで、２年ぶりとなる共演で幕を開けました。今

までの経験上、ワークショップ１か所目の最初のスタートが、最も緊迫した空気が流れて

いましたが、その空気はどこへやら、一部の参加者が待機されているスタート前の準備段

階で（黒板にタイトルを書いたり、２人で戯れたり）和やかな雰囲気と化していました。

このノンバーバルコミュニケーションワークショップは、決して用意スタート！で始ま

るワークショップではなく、２人の演者が参加者と出会った瞬間、会釈した瞬間、目が合っ

た瞬間から、1 対１の中で始まっている・・・その事をまざまざと感じることとなりました。

今回は特にワークショップスタート前の出来事が多彩であり、会場に虫が入ってきて、

それを追い出そうと会場全体が緩い雰囲気で一体化したり、施設到着が一緒になった参加

者の手厚いサービスを受けたり、参加者との壁をなくす要素が重なりました。

昨年、別のワークショップ（ユニバーサルスポーツワークショップ）の交流会でご参加

頂いた施設も、今回のノンバーバルのワークショップにご参加くださり、異なるワーク

ショップでこれほどまでに反応が違ってくるのか、という驚きがあり、それは様々な要素

があると思いますが、参加者とのコミュニケーションの方法は色々なアプローチがあるこ

とを示してくれました。

ノンバーバル（非言語）対ノンバーバル（非言語）がコミュニケーション打開の一助と

なることを願って、このワークショップを開催するにあたり調整してくだった方々、ご参

加頂いた方々、全ての関係者に御礼申し上げます。

（公益財団法人国際障害者年記念ナイスハート基金 髙倉 和樹）


